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学校給食室のエアコン　前倒し設置へ！！

　暑さの中、子どもたちに安心安全のおいしい給食を提供してくれている
学校調理員さんが、この夏、2校で熱中症により救急搬送される事態が。
幸い、大事には至りませんでした。
　今年、6月から全国の職場の熱中症対策が義務化され、市では、エアコ
ン未設置の給食室を対象に、対策を実施していました。が、救急搬送され
た2校では、対策の加配がなされていませんでした。
　これまでも、党議員団は早急な設置を求めてきましたが、毎年4校ずつの
2031年までの計画を変更することはありませんでした。ここにきて、近年
の酷暑からか、エアコン未設置20校に対し前倒しの設置です。
今年度補正予算で設計を一気に進め、2026、27年度で設置するという方針
を発表しました！本当に喜ばしいです！設置までの間もしっかり対策を講
じるよう求めました。

　　　　こども医療費助成　完全無料化実現！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来年1月から、世帯の所得状況に関わらず、18歳までのすべての子どもにかか

る医療費を無償化にする条例改正と、今年度予算（1億8000万円）が提案され、

可決されました！

 討論では、啓誠会が優先すべき課題は他にもある、市長の選挙目当てではないか

等の理由で反対し、維新の会、会派ぜんしんは賛成したものの、同様の主張を行

い、市長の財政運営は無責任と非難しました。党市議団からは、私、三好さつき

が賛成討論の中で、「市民要求にかなった公約を実現することは当然であり、批

判されるものではない」と意見表明しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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９月議会 ９月議会では、医療費助成の条例改正や今年度補正予算案が提出され、2024年度決算

審査が各常任委員会で議論されました。議案・補正予算は、党市議団を含む賛成多数で
可決。決算では反対を表明しました。

党議員団が一貫して求めてきた医療費助成です！
現行制度で一部負担金のある1歳から18歳

までの約41,000人が新たに完全無料となります。
来年度以降は約6億円の増額見込みです。



＊お困りのことがあれば
ご連絡くださいね。

給食請願書が全会一致で採択されました！

ドラマ「あんぱん」が終わり、

「やなせたかし記念館」に行きた

くて高知へ！

「逆転しない正義」を探し求めた

姿がありました。

ガザのこどもたちにアンパンマン

飛んで行ってくれないかな。

　西宮市の学校給食無償化をすすめる会から「2026年度開始とされる国の責任での小学

校給食費無償化実施にあたり、国に丁寧な制度設計と十分で豊かな予算措置を求める意

見書の提出に関する請願」が提出され、全会一致で採択されました！

今後、国に意見書が提出されます。

　請願は、2026年4月より、全国一律で「小学校の学校給食費を無償化する」という制度

にあたり、国が各自治体の実態や方針を尊重し、給食の質が低下することのないように

求めたものです。

　市議会では、2024年6月に「無償化実施を国に求める意見書」が全会一致で採択された

ことに続き、市民の声が市にとどきました！
　　＊今後、会で取り組んできた署名を市長に提出する予定です。

2024年度決算

反対を表明

　党議員団の庄本けんじが討論に立ち、市が推進している「財政構造改

善実施計画」は、多岐にわたる市民サービスを削り、一方で、不要不急

の開発を優先するものと批判し、決算の反対を表明しました。

 当局の議会への説明責任が果たされなかった事例をあげ、議会のチェッ

ク機能を果たすための前提条件にかかる問題だと指摘。

住民から寄せられている切実な要求として、生活保護の制度利用に漏れ

がないように、保育所の待機児童の即時解消、高齢者補聴器購入助成制

度の創設を求めました。なお、決算審査でも私、三好さつきも願い実現

に向け議論に参加しました。引き続き、党議員団としても奮闘します。

カ・イ・ゼ・ン
夙川沿いのオアシス道路から

酒蔵通り、臨港線に交差する

箇所の車止めポールの反射テ

ープが消えかかっている。

4か所において、反射テープ

が新調されました！

　　　薄暗い早朝なども　　

安心です！

女性議員の会9人で

女性部長さんと懇談
その後、川添町にある郷土資料館の

視察へ。特別展示の西宮の酒造りの

歴史を学び、地下の収蔵室の見学

に。古文書などの保管に加えて、文

化財の埋蔵物の修復作業の様子を見

学。気の遠くなるような作業に驚

き、作業環境の充実の必要性を強く

感じました。


